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《本号の表紙絵》

東京・祥雲寺（渋谷区広尾）の「鼠塚」

瑞泉山・祥雲寺は福岡藩主・黒田家によって創建された，現在の広尾商店街の奥，日赤

医療センターと都立広尾病院に挟まれた地区に所在する臨済宗のお寺です．その境内に「鼠

塚」と刻まれた大きな石碑があり，鼠の絵も描かれています．傍らの渋谷区教育委員会の

史跡説明板によれば，「明治 32（1899）年から数年間ペストが流行したとき，予防のために

殺された鼠の霊を供養して明治 35年に建てられた珍しい動物慰霊碑」ということです．

明治 27（1894）年香港に始まったペストの第 3次パンデミックは，明治 32年に日本にも

及びました．当初は神戸・大阪が流行の中心で，東京府においては，明治 35年 12月の東京

瓦斯紡績（本所区押上）における患者発生が最初の流行と伝えられています．この石碑の

建立は同年の 4月ということですので，府内におけるペスト流行の判明前から，すでに有

菌鼠にたいする警戒が始まっていたことが窺えます．

祥雲寺は，曲直瀬玄朔とその一門の墓所でもあり，医史学と関わりの深いお寺です．
（永島　　剛）


